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〔連載講座〕 後量産
湯草草
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企業体の効率性分析手法
一一DEA入門 (4)一一

万根薫
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7. テクヱカルな効率性と規模の効率性 出力

われわれは第 2 節でD効率性を定義し，それが

く LPO> ((2.1) 一 (2.5)式を解くことによって得

られることを示した.また第 5 節で生産関数に関

する仮定の一部を除去しくL PO'> を設定すると

ともに，第 6 節でそれにもとづく規模の効率性に

ついて考察した.ここでその両者の関係を調べる

ことにする.

く L PO>によって測定される効率性は当該DM

Uのテクニカル効率性と規模の効率性の合成され

たものとみることができる.図 5 に l 入力 1 出力

の簡単な例を示す.点E がく L PO> の意味でD

効率的な唯一のDMUである.

/J， A=評価の対象となっている DMU

，1，'，\B=A と同じ tLl力をもっテクニカルに効率的な

DMU 

点 E=<LPO>の解として D効本的なDMU

ここで非効率的DMU Aを取り出してみる.

点Aのく L PO> の意味でのテクニカル効率とス

ケール効率の合成としての効率は MN/MA であ

る.一方点Aの点 B との比較という;臣、味で、のテグ

ニ力ル守bヰfは MB/MA である点B は，くLP

0'> の効率的な解であり，テクニカルにD効率的

なDMUである.さらに，点、Bが点 Eに対しても

とねかおる埼玉大学大学院政策科学研究科

干338 浦和市下大久保255

150 (36) 

一+ヘ Ij

図 5 テクニカル効率とスケーノレ効本

つスケール効率は MN/MB である この 2 つの

効率の積として， A の <L P 0> の解としての効

率は解釈することができる.

恥1N/MA ニ(孔1N/MB )!(恥1B!MA)

8. マネジメントの効率とシステムの効

率性

効率性の議論において自立すべき事項としてマ

ネジメントの効率性とシステムの効率性の分離が

ある.仮にA というシステムを採用している DM

Ulll と B というシステムをJ采用している D 恥1U ~r 

があり，それらをプロットしたものが図 B である

と -t る. rき:1 ，ド，三己号 i+J はA ンステムのDMU ，

記号「・」は B システムの DMUを表わす.

l 入力 1 iH}Jのニれらのデー夕、金色とに，単純

な 1司帰分析あるいはトランスログ型の分析を行な

ったならばシステム B がシステム A より優れたシ

ステムであるという結論に導かれるであろう (B
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図 6 2 つのシステムに属する DMU

十・・・・・システム Aの DMU

・・システム B の DMU

群の DMU の方が平均的に高い位置にある).し

か L ，効本的フロンティアで比較するならばシス

テム Aの方がシステム B より優hているという結

果を得る. fr!~ 々の DMUがもっ非効率性はマネジ

メントの非効率性として考察すべきものである.

従米の生産関数分析においてはこのような観点か

らの分析がなされることは少なかった……あるい

は例々のDMUは効本的な運'日がなされていると

いう仮定がなされていた・・・・・・ので， DEAによる

分析はこの分野に新しい視点を与えるであろう.

図 6 に示す例では，システム Aの効率的フロン

ティアはシステム Bを一様に越えていたが，両者

入力 2
一+

+ + 

+ 

参入力 1

図 7 交差する効率的フロンティア

+・・・・・・システム AのDMU

一・・・・ーシステム B の D乱1U

のフロンティアが交差する場合も起りうる.

図 7 に 2 入力 出力の DMUを示す.出力は

すべて l にしているので，この図は-fif(の等高線

とみなすことができる }\I，'~線で、 IJミしたものが，全

体としての効本的フロンティアであり， A I, A2 , 

A3 , B3 , B4 からなっている.それに対して，

A鮮の効本的フロンティアはA 1, A2 , A3 , A4 , 

A5 であり， B 若手のそれは B 1, B2 , B3 , B4 で

ある. このようにA+B ， A 群， B1作という各分

類毎にDEA分析をすることにより，システムの

もつ効率性とマネジメン卜の効本性を分析するこ

とができる.
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鈴木さんの退職
本学会の生き字引き，皆様ご存知の鈴木規子事務長が

2 月末日で退職されました. OR学会30年の歴史の内，

28年間を学会と共に生き，文字通り青春から中年のすべ

てを学会に俸げ尽くしてきた鈴木さんに心から「ご苦労

様でしたJ とお礼を申し上げます.

鈴木さんの働きで印象的なことは，矢部庶務理事の要

請で私が庶務幹事の仲間入りをした昭和42 ， 3年頃のこと

です.当時，学会事務局は鈴木さん l 人で，孤軍奮闘.

-:JJ，元気 .~ú 、の矢部・!京野両理事を中心に，柳井・

:l{~Li・前島・川野・福川諸幹事の面々，連日のように集

まり学会発展のため終電近くまで激論を交わした.しか

し，いつも後始末をし，事務的に整理をするのは鈴木さ

んの役割lであった.

さて，小生は，数年前から学会事務局に週 2 日ほど，

顧問として出向いているので，鈴木さんの日常のお仕事

ぶりを見てきたが，依然，責任感はきわめて旺盛.何事

にも中途半端な妥協は許さない厳しさ.一口に言って完

全主義の頑張り屋 また，正義感も強い.これらの気質

は，帝国陸軍軍人の息女とし育てられたたまもの，と伺

い納得した次第.

ところで，退職後の第 2 の人生は，今までできなかっ

た趣味を手広く手がけて，大いに人生を楽しみたいとの

こと.心ある会員諸兄姉は，末永く，折にふれ鈴木さん

の相談相手になっていただくようお願いします.なお，

今後 l 年聞は嘱託として関口正男新事務局長を補佐され

る f8.

28年の貢献を感謝し，幾久しいご多幸を祈り主す.

(小田部湾)
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